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1. 研究背景
シリアルズ・クライシス[1]

– 雑誌価格高騰

– 商業出版社による学術雑誌市場の寡占

– 北米では1980年代、日本では1990年代に顕在化

オープンアクセス(以下OA)運動

– 「インターネットを介して、雑誌掲載論文等の学術
文献に誰もが障壁なくアクセスできる環境を実現
すること」が目的[2][3]
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1.1 OAの実現手段[2]

(1) OAジャーナル(OA雑誌)
– 著者に費用負担させるAPC(Article Processing 

Charge) モデルなど、購読料に頼ることなく 論文
を出版する

– J-STAGEによる電子出版、PLoS ONEなど

(2) セルフ・アーカイビング

– 著者自身が査読済み論文を電子的アーカイブに
公開する

– 機関リポジトリ、個人サイトでの公開など
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2.1 国内研究者のOAの認知・利用

調査年 調査者 調査対象 OAの認知度
OA情報源の
利用経験

2005
国立大学

図書館協会
[4]

全分野 29.0% ―

2007 倉田ら[5] 医学分野 34.1% 83.1%

2010 佐藤ら[6] 心理学分野 58.8% 92.2%
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2.2 OAの進展状況
OAによって入手できる論文の割合を調査

Kurataらによる研究[7][8]

– 海外の生物医学分野の論文が対象

– 2006年、2008年、2010年にそれぞれ調査を実施
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PubMed

2005年度刊行 2007年度刊行 2009年度刊行

生物医学分野の論文

2006年
調査

2008年
調査

2010年
調査

7



Google.comより
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検索結果上位20件を調査

Google.comより
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2.2 OAの進展状況-2

出典：倉田敬子. Open Accessはどこまで進んだのか（2）オープンアクセスはいかに実現されてきたのか. SPARC Japan 
news letter. 2012,  No.14, 8p.

海外の生物医学分野におけるOAの進展状況
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3. 研究目的

先行研究

研究目的

国内の心理学分野におけるOAの認知と利用経験

海外の生物医学分野におけるOAの進展状況

国内の心理学分野におけるOAの進展状況を

明らかにする
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Ｋ

4. 研究対象

12
国内心理学分野の論文

引 用

『筑波大学心理学研究』
掲載論文

『筑波大学心理学研究』の
引用論文
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4. 研究対象

13
国内心理学分野の論文

引 用

『筑波大学心理学研究』
掲載論文

『筑波大学心理学研究』の
引用論文
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4. 研究対象

14
国内心理学分野の論文

引 用

『筑波大学心理学研究』
掲載論文

『筑波大学心理学研究』の
引用論文

引用という形で研究者に
利用される文献を調査
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4.1 『筑波大学心理学研究』
筑波大学人間系心理学域の紀要

つくばリポジトリにて公開

年2回刊行

一定以上の文献需要がある
– CiNiiから機関リポジトリへのリンククリック数[2]

– ILLの依頼数[9]

引用文献は心理学分野の文献の集合であると考
えられる
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2.論文公開状態調査

5. 調査概要

1.引用文献の集計
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5.1 引用文献の集計

集計対象

•『筑波大学心理学研究』第31-45号の

掲載論文(2006年以降刊行)の引用文献

•和雑誌掲載もしくは日本語の論文
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例
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2006年以降に刊行の
『筑波大学心理学研究』

掲載論文
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例
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『筑波大学心理学研究』
掲載論文の引用文献

例
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5.1 引用文献の集計

資料種別 海外文献数 国内文献数 計

雑誌論文 1,830 1,109 2,939 
図書・その他 545 733 1,278 

計 2,375 1,842 4,217 
※『筑波大学心理学研究』掲載の異なる論文から引用されている場合、
重複して集計

『筑波大学心理学研究』掲載論文数 : 158
総被引用文献数※ : 4,217
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1.引用文献の集計

5.2 論文公開状態調査

2.論文公開状態調査
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5.2 論文公開状態調査

調査対象

『筑波大学心理学研究』掲載論文が引用する、

和雑誌収録もしくは日本語の論文1,109本

調査期間

2013年12月1日から同月16日まで
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5.2 論文公開状態調査

調査方法

•Kurataらの方法に倣う

•Google検索

– 検索語 : タイトルと著者名

– 調査対象 : 結果上位20件
フルテキストで閲覧可能なもの

•実現手段と公開日を記録
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検索結果上位20件を調査

Google.comより
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J-STAGEより27



公開手段と公開日を記録

J-STAGEより
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6. 論文公開状態調査結果
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6.1 引用論文公開状態の集計

公開状態 件数(本) 割合

OA論文 681 61.4%

制限付きOA 0 0%

有料全文 43 3.9%

全文なし 385 34.7%

総計 1,109 100%
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6.2 引用論文のOAの割合(2013年)
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『筑波大学心理学研究』各号の刊行日と

OA公開日を比較

OA公開日が各号刊行日以前

→刊行時OA入手可

OA公開日が各号刊行日以降

→刊行時OA入手不可

OA公開日が不明 →OA公開日時不明

6.3 引用時におけるOAの状況
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6.3 引用論文のOAの割合(引用時)
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6.4 OAの実現手段
実現手段 件数（本） 割合（％）

OA雑誌 559 82.1%

機関リポジトリ等 245 36.0%

個人のウェブサイト 18 2.6%

分野別アーカイブ等 6 0.9%

購読誌でOA論文を掲載 1 0.1%

無料論文提供サイト 0 0%

その他 6 0.9%
重複あり, n=681 34



7. 考察
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7.1 日本の心理学分野における
オープンアクセスの進展状況は？
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6.2 引用論文のOAの割合(2013年)
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6.2 引用論文のOAの割合(2013年)

最近引用された論文ほど、
OAである割合が高くなっている
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6.3 引用論文のOAの割合(引用時)
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6.3 引用論文のOAの割合(引用時)

引用された時点でOAである論文の
割合はより顕著に高まってきている
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7.1.1 論文の遡及的なOA化

上：2006年引用の論文の引用時の公開状態

下：2006年引用の論文の2013年の公開状態
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7.1.1 論文の遡及的なOA化

上：2006年引用の論文の引用時の公開状態

下：2006年引用の論文の2013年の公開状態

論文の遡及的なOA化も進んでいる
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7.1 日本の心理学分野における
オープンアクセスの進展状況は？
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7.1 日本の心理学分野における
オープンアクセスの進展状況は？

日本の心理学分野におけるOAは
進展している
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7.2 OAの実現手段は？
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6.3 OAの実現手段
実現手段 件数（本） 割合（％）

OA雑誌 559 82.1%

機関リポジトリ等 245 36.0%

個人のウェブサイト 18 2.6%

分野別アーカイブ等 6 0.9%

購読誌でOA論文を掲載 1 0.1%

無料論文提供サイト 0 0%

その他 6 0.9%
重複あり, n=681

OA雑誌と機関リポジトリ
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6.3 OAの実現手段
実現手段 件数（本） 割合（％）
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6.3 OAの実現手段
実現手段 件数（本） 割合（％）

OA雑誌 559 82.1%

機関リポジトリ等 245 36.0%

個人のウェブサイト 18 2.6%

分野別アーカイブ等 6 0.9%

購読誌でOA論文を掲載 1 0.1%

無料論文提供サイト 0 0%

その他 6 0.9%
重複あり, n=681

77.1%（189本）が紀要掲載論文
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7.2 OAの実現手段は？
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7.2 OAの実現手段は？専らOA雑誌
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7.3 他分野と比べると？
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出典：倉田敬子. Open Accessはどこまで進んだのか（2）オープンアクセスはいかに実現されてきたのか. 
SPARC Japan news letter. 2012,  No.14, 8p.

海外の生物医学分野におけるOAの進展状況
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出典：倉田敬子. Open Accessはどこまで進んだのか（2）オープンアクセスはいかに実現されてきたのか. 
SPARC Japan news letter. 2012,  No.14, 8p.

海外の生物医学分野におけるOAの進展状況
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生物医学分野に比べると
日本・心理学分野のOAは発展途上
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7.4 そもそも電子化状況が・・・
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出典：倉田敬子. Open Accessはどこまで進んだのか（2）オープンアクセスはいかに実現されてきたのか. 
SPARC Japan news letter. 2012,  No.14, 8p.
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出典：倉田敬子. Open Accessはどこまで進んだのか（2）オープンアクセスはいかに実現されてきたのか. 
SPARC Japan news letter. 2012,  No.14, 8p.

海外の生物医学分野におけるOAの進展状況
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そもそも論文の電子化が
遅れている
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8. 今後の課題
本研究：紀要における引用文献が研究対象

– 日本の心理学分野全体については、査読誌を対象
とした調査

調査対象論文の査読の有無が未判別

– それぞれの判別を行ったうえでの調査
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